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「
2001
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

九
月
二
十
九
日
（
土
）
〜
十
月
二
十
八
日
（
日
）

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

本
展
は
、
毎
年
イ
タ
リ
ア
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催

さ
れ
る
国
際
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
に
よ
る
も

の
で
、
世
界
各
国
を
巡
回
し
ま
す
。

児
童
書
専
門
の
見
本
市
で
あ
る
児
童
図
書
展
の
中
に
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
の
展
覧
会
は
、
絵
本
作
家
や
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
年
は
世
界
五
十
九
ヶ
国
千
七
百
九
十
八
点
も
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
、
日
本
人
十
四
名
を
含
む
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
の
入
選
者
九
十
二
名
の
作
品
四
百
五
十

八
点
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
入
選
し
た
日
本
人

二
名
の
作
品
十
点
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
特
別
展
示
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
際
ア
ン
デ

ル
セ
ン
賞
画
家
賞
を
受
賞
し
た
、
ゴ
リ
ラ
の
「
ウ
ィ
リ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
（
イ

ギ
リ
ス
）
の
水
彩
画
十
点
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
審
査
員
が
変
わ
る
た
め
、
昨
年
の
と
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
タ
イ
プ
の
作
品
が
多
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

充
分
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

世
界
二
十
六
ヶ
国
の
作
家
た
ち
が
描
い
た
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
絵
本
原
画
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

〇
第
三
展
示
室
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
で
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展

本
展
風
景
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。
審
査

員
や
入
選
者
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
本
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
な

ど
を
紹
介
す
る
興
味
深
い
内
容
で
す
。

〇
一
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー
や
第
三
展
示
室
横
に
お
い
て
、
世

界
の
絵
本
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た「
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

や
「
子
ど
も
映
画
上
映
会
」
も
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2

「まいごになったりんご」
田中友美子（日本）
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。

�

平
成
十
三
年
九
月
二
十
九
日
（
土
）
〜

十
二
月
二
十
四
日
（
月
・
振
休
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

木村晴美（日本）

「海岸の場面『泊まりにきた訪問者』より」
アンソニー・ブラウン（イギリス）

「ぼく、生まれかわりたい」
シュテファニー・ローエ（ドイツ）

「野菜畑で」
ピエール・アベルノ

（フランス）

第27号  01.9.27 6:20 PM  ページ 2



「
―
加
賀
藩
の
御
抱
絵
師
―

佐
々
木
泉
景
・
泉
玄
・
泉
龍
展
」

十
一
月
九
日
（
金
）
〜
十
二
月
二
十
四
日
（
月
・
振
休
）

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

佐
々
木
泉
景
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
大
聖
寺
の

永
町
で
紺
屋
（
染
物
屋
）
を
営
む
佐
々
木
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
は
熊
次
郎
・
愛
之
助
と
言
い
、

雅
号
を
泉
景
・
彩
雲
・
爲
絢
居
士
、
諱

い
み
な

は
守
継
・
守
續
と

も
言
い
ま
す
。そ
の
素
質
は
幼
少
の
頃
よ
り
目
に
留
ま
り
、

五
歳
に
し
て
当
時
の
加
賀
藩
十
代
藩
主
・
前
田
重
教

し
げ
み
ち

の
御

前
に
て
画
筆
を
ふ
る
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

泉
景
十
代
前
半
頃
は
、
大
聖
寺
に
お
い
て
石
田
幽
汀

ゆ
う
て
い

・

石
田
友
汀

ゆ
う
て
い

に
学
ん
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
十
八
歳

の
時
に
は
上
京
、
江
戸
狩
野
派
で
あ
る
探
幽
の
流
れ
を
汲

む
探
山
を
祖
と
す
る
鶴
沢
探
索
・
探
泉
親
子
に
入
門
し
、

画
技
を
磨
き
ま
す
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
二
十
九

歳
の
時
に
探
泉
の
禁き

ん

裏り

御
用
に
参
加
を
許
さ
れ
、
屏
風
に

描
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
翌
年
三
十
歳
で
法
橋
位

に
叙
せ
ら
れ
、
姓
も
角
鹿

つ

ぬ

が

か
ら
祖
先
の
旧
姓
で
あ
る
佐
々

木
に
改
め
る
の
で
す
。

大
聖
寺
に
帰
っ
た
泉
景
は
、
後
に
加
賀
藩
の
御
抱
絵
師

と
し
て
大
作
を
手
掛
け
て
い
き
ま
す
が
、
特
に
そ
の
契
機

と
な
っ
た
の
が
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
火
災
に
よ

り
焼
失
し
、
復
元
さ
れ
た
金
沢
城
二
の
丸
御
殿
内
の
障
壁

画
制
作
で
す
。
江
戸
の
狩
野
友
益
・
狩
野
墨
川
親
子
、
京

都
の
岸が

ん

駒く

・
岸
岱

が
ん
た
い

親
子
な
ど
錚
錚

そ
う
そ
う

た
る
メ
ン
バ
ー
と
共
に

参
加
し
、
そ
の
多
く
の
部
分
を
担
当
し
ま
す
。
実
は
こ
の

時
に
は
、召
抱
え
る
と
い
う
申
し
出
を
断
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
十
年
後
の
文
政
二
年
（
一
八
二
一
）
に
は

正
式
に
御
抱
絵
師
と
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
二
年
後
、
四

十
九
歳
の
時
に
法
眼
位
を
拝
受
し
ま
す
。

そ
の
翌
年
、
文
政
五
年
の
竹
沢
御
殿
御
造
営
に
伴
う
御

用
で
は
、
長
男
の
泉
玄
・
次
男
の
泉
龍
も
は
じ
め
て
参
加

し
、
一
門
の
総
力
を
結
集
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
後
、
泉
玄
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
法
橋
位
を

拝
受
し
、
泉
景
の
死
後
に
は
跡
目
を
相
続
、
嘉
永
五
年
の

四
十
八
歳
で
法
眼
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
次
男
の
泉
龍
は
十
五
歳
で
竹
沢
御
殿
の
御
用
に

加
わ
っ
た
後
、
多
く
の
加
賀
藩
御
用
を
勤
め
、
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
に
法
橋
位
を
拝
受
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
泉
景
の
作
品
を
中
心
に
、
泉
玄
・
泉
龍
の

作
品
を
加
え
、
約
二
十
点
を
展
覧
し
ま
す
。

3

金沢市指定文化財　佐々木泉景筆
「双鶏図・秋草図」2面衝立（1面）

個人蔵

「群鹿図」6曲1双（右隻） 佐々木泉景筆　実性院蔵

「足柄山吹笙図」1幅（部分）
佐々木泉玄筆　個人蔵

「武者風俗図」1幅
佐々木泉龍筆　個人蔵
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4

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

第
四
十
八
回
七
尾
市
美
術
展
覧
会

十
一
月
一
日
（
木
）
〜
四
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

公
募
し
た
市
民
の
力
作
か
ら
厳
選
さ
れ
た
入
選
・
入
賞

（
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
）
六
部
門

の
作
品
と
、
審
査
員
・
招
待
作
家
・
無
鑑
査
作
家
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

無
　
料

七
尾
市
文
化
協
会

七
尾
市
・
七
尾
市
教
育
委
員
会

財
団
法
人
七
尾
美
術
館

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

七
尾
市
文
化
協
会
事
務
局

〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
五
九
六

石
川
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

能
登
地
区
美
術
展

十
一
月
十
三
日
（
火
）
〜
十
五
日
（
木
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

但
し
、
初
日
は
午
後
十
二
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で

能
登
地
区
の
高
校
生
の
展
覧
会
で
す
。
美
術
部
・
写
真

部
・
書
道
部
の
作
品
百
三
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
内
的
必

然
性
に
基
づ
く
こ
と
、
追
求
す
る
ま
な
ざ
し
の
堆
積
で
あ

る
こ
と
、
形
式
化
し
な
い
こ
と
を
指
標
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

無
　
料

石
川
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

石
川
県
教
育
委
員
会

七
尾
市
教
育
委
員
会

〇
七
六
七
（
五
九
）
一
〇
六
八

七
尾
能
面
展
二
〇
〇
一

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
〜
二
十
五
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

但
し
、
初
日
は
午
後
一
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

能
面
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
能
面
打
ち
同
好
の
諸
氏

十
二
人
が
相
寄
り
、
各
自
制
作
し
た
能
面
約
五
十
面
を
展

示
し
ま
す
。
能
面
が
出
来
る
ま
で
の
解
説
等
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
能
面
を
身
近
に
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
　
料

共
　
催

面
匠
会
・
能
面
面
打
同
好
会

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金
沢

ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

森
多
雪
山
（
羽
咋
市
）

〇
七
六
七
（
二
二
）
一
二
〇
七

第
六
回
洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
〜
十
二
月
二
日(

日)

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

現
代
を
表
現
す
る
能
登
の
俊
英
十
一
名
に
よ
る
洋
画
の

発
表
展
。
能
登
の
地
に
根
ざ
し
て
明
日
の
洋
画
の
進
展
を

お
互
い
切
磋
琢
磨
し
研
究
・
勉
強
中
で
す
。
乞
う
ご
期
待
！

入
場
料

無
　
料

主
　
催

洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

洋
画
展
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
大
地
　
統

〇
七
六
七
（
五
三
）
〇
二
〇
七

第
五
十
八
回
北
國
写
真
展
　
七
尾
展

十
二
月
七
日
（
金
）
〜
九
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

但
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で

北
陸
で
は
最
古
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
「
北
國
写
真
サ

ロ
ン
」
は
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
名
称
を
「
北
國
写
真
展
」

と
改
め
ま
し
た
。
北
陸
の
写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
さ
れ
た
作
品
か
ら
、
全
入
賞
作
品
と
入
選
・
無
鑑
査
を

抜
粋
し
て
展
示
し
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社

後
　
援

石
川
県
・
北
陸
三
県
カ
メ
ラ
商
組
合

ラ
ジ
オ
な
な
お

昨年の七尾市美術展覧会風景
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5

連
絡
先

七
尾
鹿
島
支
部
事
務
局
　
中
山
吉
郎

〇
七
六
七
（
五
七
）
一
三
四
八

中
條
久
美
子
・
酒
谷
広
重
門
下
生

ピ
ア
ノ
発
表
会

十
月
二
十
一
日
（
日
）

開
　
演
　
午
前
十
時
〜

一
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
門
下
生
に
よ
る
、
独
奏
あ
り
、
連
弾
あ
り
の
発
表
会
で
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

中
條
ピ
ア
ノ
教
室
・
酒
谷
ピ
ア
ノ
教
室

後
　
援

（
株
）
開
進
堂
楽
器
・
（
株
）
河
合
楽
器
製

作
所

連
絡
先

中
條
久
美
子

〇
七
六
七
（
二
二
）
一
四
一
二

竹
本
由
起
子
門
下
生

第
五
回
ピ
ア
ノ
発
表
会

十
一
月
四
日
（
日
）

開
　
演
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
を
は
じ
め
、
母
子
、
姉
妹
に
よ
る
ピ
ア
ノ

連
弾
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
賛
助
演
奏
で
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
が

あ
り
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

竹
本
由
起
子
門
下
生

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

竹
本
由
起
子

〇
七
六
七
（
五
二
）
七
一
七
二

第
六
回
　
干
場
一
葉
門
下
生

ピ
ア
ノ
発
表
会

十
一
月
十
一
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
一
時
〜

開
　
演
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

年
に
一
回
開
か
れ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
、ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
演
奏
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
ピ
ア
ノ
三
重
奏
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

干
場
一
葉
門
下
生

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

干
場
一
葉

〇
七
六
七
（
七
四
）
一
三
五
二

第
三
回
　
ア
ル
ブ
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

十
一
月
十
八
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

開
　
演
　
午
後
二
時
〜

ピ
ア
ノ
の
独
奏
と
連
弾
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
回

は
作
曲
者
の
生
ま
れ
た
時
代
を
テ
ー
マ
と
し
、
バ
ッ
ハ
の

時
代
か
ら
近
現
代
へ
と
、
年
代
順
に
演
奏
し
ま
す
。
ピ
ア

ノ
の
豊
か
な
音
色
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
料

一
、
〇
〇
〇
円

主
　
催

ア
ル
ブ
ル

後
　
援

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
・
北
國
新
聞
社

エ
フ
エ
ム
石
川
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

北
陸
放
送

連
絡
先

谷
　
栄
美

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
一
二
四

●
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
●
【
参
加
費
無
料
】

「
か
ん
た
ん
絵
本
を
つ
く
ろ
う
よ
！
」

日
　
時

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
会
期
中
毎
週
土
・
日

午
後
二
時
〜

対
　
象

三
歳
以
上

（
小
さ
い
お
子
様
の
場
合
は
保
護
者
一
名
様
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

定
　
員

各
日
十
名（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

会
　
場

一
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー

「
雨
で
も
楽
し
い
か
さ
づ
く
り
」

日
　
時

十
月
十
三
日
（
土
）
・
二
十
七
日
（
土
）

午
後
二
時
〜

対
　
象

小
学
生
以
上

定
　
員

各
日
十
名（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

会
　
場

二
階
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

●
子
ど
も
映
画
上
映
会
●
【
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
入
場
無
料
】

日
　
時

十
月
十
三
日
（
土
）
・
二
十
七
日
（
土
）

午
後
一
時
〜

「
と
う
き
ち
と
む
じ
な
」
（
二
十
分
）

「
あ
れ
は
だ
れ
」

（
二
十
一
分
）
他

■
映
画
上
映
会
■
【
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
入
場
無
料
】

十
一
月
十
日
（
土
）
・
二
十
四
日
（
土
）

十
二
月
八
日
（
土
）
・
二
十
二
日
（
土
）

午
後
二
時
〜

「
利
休
の
茶
」（
約
四
十
七
分
）

石
川
県
七
尾
美
術
館

〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
特
別
企
画

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
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等
伯
に
ま
つ
わ
る
人
々
（
そ
の
二
）

〜
長
谷
は

せ

川が
わ

等と
う

誉よ

に
つ
い
て
〜

長
谷
川
等
伯
の
も
と
に
は
、
前
回
紹
介
し
ま
し
た
四
人

の
息
子
の
他
に
、
多
く
の
弟
子
達
が
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
主
殿

し
ゅ
で
ん

、
信
吉

の
ぶ
よ
し

、
信
雪

の
ぶ
ゆ
き

、
等
胤

と
う
い
ん

、

宗
圜

そ
う
え
ん

な
ど
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
録
が
少

な
く
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
す
。

さ
て
、
今
回
は
そ
の
長
谷
川
等
伯
の
弟
子
と
い
わ
れ
る

人
々
よ
り
、
地
元
で
あ
る
能
登
地
方
と
関
連
が
深
い
、
長

谷
川
等
誉
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
等
誉
に
つ
い
て
は
七
尾
市
・
長
寿
寺

ち
ょ
う
じ
ゅ
じ

の
『
過
去

帳
』
廿
六
日
の
項
に

寛
永
十
三
正
月
絵
師

等
誉

長
谷
川

と
の
記
載
が
あ
り
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
正
月
二

十
六
日
に
没
し
た
事
が
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
等
誉
の
生

年
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送

っ
た
か
に
つ
い
て
も
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
等
誉
筆
と
さ
れ
る
作
品
を
見

ま
す
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
七
尾
を
中
心
と
し
た
能
登
地

方
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
能
登
地
方
を
主
な
舞

台
に
活
躍
し
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
制
作
年
を

記
載
し
た
作
品
が
何
点
か
存
在
し
て
い
る
事
か
ら
、
大
凡

の
活
動
時
期
を
推
測
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
等
誉
の
現
存
す
る
作
品
と
し
て
は
、
①
『
白
描

は
く
び
ょ
う

涅ね

槃は
ん

図ず

』
（
七
尾
市
・
成

じ
ょ
う

蓮れ
ん

寺じ

蔵
）
、
②
『
涅
槃
図
』

（
七
尾
市
・
本ほ

ん

延ね
ん

寺じ

蔵
）、
③
『
法
華
経
見
返
絵
』（
個
人

蔵
）、
④
『
松
杉
槇ま

き

図
屏
風
』（
羽
咋
市
・
妙
成
寺

み
ょ
う
じ
ょ
う
じ

蔵
）、

⑤
『
涅
槃
図
』（
鳥
屋
町
・
山や

ま

田
寺
だ

じ

蔵
）、
⑥
『
出
山
釈
迦

図
』（
個
人
蔵
）、
⑦
『
十
六
羅
漢
図
』（
個
人
蔵
）
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
、
①
『
白
描
涅
槃
図
』
は
慶
長
四
年
（
一
五
九

九
）、
②
『
涅
槃
図
』
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）、
③

『
法
華
経
見
返
絵
』
は
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
制

作
さ
れ
た
事
が
落
款
な
ど
か
ら
解
り
ま
す
。
こ
の
事
に
よ

り
、
等
誉
の
活
躍
期
は
少
な
く
と
も
慶
長
四
年
〜
十
五
年

を
中
心
と
し
た
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
等
伯
が
没
し
た
の
は
慶
長
十
五
年
で
す
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
③
『
法
華
経
見
返
絵
』
の
制
作
年
と
同
じ

で
す
。
つ
ま
り
等
伯
の
晩
年
と
等
誉
の
活
躍
期
は
重
な
っ

て
い
る
事
に
な
り
、
も
し
か
し
た
ら
等
誉
は
一
時
期
上
洛

し
て
等
伯
と
面
会
し
た
、
或
い
は
直
接
絵
を
学
ん
だ
と
い

う
可
能
性
も
あ
る
訳
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
②
『
涅
槃
図
』
の
裏
面
に
は
「
慶
長
十
四

年
に
奥
村
宗
以
を
願
主
総
代
と
し
て
、
本
図
を
本
延
寺
に

寄
進
し
た
」
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
等
伯
の
実
家
も
奥

村
家
で
あ
り
、
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
奥
村
宗
以
と
い
う

人
物
は
等
伯
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ

の
奥
村
宗
以
が
等
誉
に
涅
槃
図
を
描
か
せ
て
い
る
訳
で
す

か
ら
、
等
誉
が
「
長
谷
川
」
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
事
も

併
せ
て
考
え
る
と
、
等
伯
一
族
と
等
誉
は
何
ら
か
の
繋つ
な

が

り
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
通
り
、
等
誉
の
現
存
作
品
に
つ
い
て

は
仏
画
が
多
い
事
か
ら
、
若
年
時
の
等
伯
と
同
様
に
仏
絵

師
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
④

『
松
杉
槇
図
屏
風
』
の
様
な
金
碧
画
も
描
い
て
い
ま
す
。

本
図
は
金
地
を
背
景
に
、
松
の
林
・
杉
の
林
・
槇
の
林
が

そ
れ
ぞ
れ
三
箇
所
に
分
か
れ
て
群
生
し
て
い
る
様
子
を
描

い
た
作
品
で
す
が
、
こ
の
様
な
観
賞
画
は
等
誉
の
作
品
と

し
て
は
現
在
の
所
、
唯
一
の
も
の
で
す
。
本
図
は
等
誉
が

幅
広
い
作
風
を
身
に
付
け
て
い
た
事
を
表
す
貴
重
な
作
品

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
様
に
長
谷
川
等
誉
に
つ
い
て
は
、
解
っ
て
い
る
事

が
少
な
く
謎
の
存
在
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
能
登

七
尾
を
主
な
舞
台
に
活
躍
し
た
、
地
元
を
代
表
す
る
貴
重

な
画
家
の
一
人
で
あ
る
事
は
疑
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
当
館
と
し
て
は
長
谷
川
等
伯
と
共
に
、
こ
の
長

谷
川
等
誉
に
つ
い
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
今
後
と

も
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
参
考
資
料

・
国
華
　
九
六
八
号
「
長
谷
川
等
誉
の
作
品
」

河
野
元
昭

・
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
「
加
賀
・
能
登
歴
史
を
彩
っ
た
画
家
た
ち
⑫
〜
⑮

長
谷
川
等
誉
」

北
　
春
千
代

6

「白描涅槃図」七尾・成蓮寺蔵

「十六羅漢図」（4幅の内）
個人蔵

「涅槃図」鳥屋・山田寺蔵
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当
館
で
は
、
去
る
八
月
一
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
夏
の

子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
木
彫
講
座
「
子
ど
も
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
誕
生
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ

の
夏
美
術
館
を
創
作
活
動
の
場
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
空
間

の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
地
元
作
家
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の

開
催
で
し
た
が
、
み
ん
な
生
き
生
き
と
制
作
し
て
個
性
豊

か
な
楽
し
い
作
品
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

Ａ
班
は
か
わ
い
い
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
家
や
、
滑
り
台
と

ピ
ノ
キ
オ
君
、お
し
ゃ
れ
な
イ
ス
に
木
琴
も
作
り
ま
し
た
。

家
の
中
に
は
家
具
も
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
り
、
木

琴
は
叩
く
と
微
妙
に
音
が
違
っ
て
い
て
面
白
い
！
な
ん
と

な
く
春
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

Ｂ
班
は
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
し
て
、
大
型
作
品

に
な
り
ま
し
た
。
魚
や
蟹か

に

、
イ
カ
や
磯
巾
着

い
そ
ぎ
ん
ち
ゃ
く

に
カ
モ
メ
も

飛
ん
で
い
て
、
夏
を
感
じ
る
素
敵
な
作
品
で
す
。
虫
た
ち

が
く
っ
つ
い
た
「
虫
の
や
か
た
」
も
、
と
っ
て
も
楽
し
い

雰
囲
気
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

Ｃ
班
は
男
の
子
ら
し
い
発
想
で
、
格
好
い
い
ソ
リ
を
作

り
ま
し
た
。
大
き
い
の
か
ら
小
さ
い
の
ま
で
、
形
や
色
を

変
え
て
い
く
つ
も
作
り
ま
し
た
。
冬
の
来
る
の
が
待
ち
遠

し
い
ね
。
そ
の
他
、
机
や
イ
ス
や
巣
箱
な
ん
か
も
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
は
先
生
の
ご
好
意
で
、
全
員
持
ち
帰
り
用

の
壁
掛
け
を
作
り
ま
し
た
。
学
校
の
宿
題
も
出
来
ち
ゃ
っ

て
、
み
ん
な
大
満
足
！

普
段
な
か
な
か
使
う
こ
と
の
な
い
ノ
ミ
や
彫
刻
刀
、
金

槌
に
ノ
コ
ギ
リ
。
始
め
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
だ
っ
た
け

ど
、
い
つ
の
間
に
か
自
然
に
彫
刻
刀
で
鉛
筆
を
削
っ
て
い

て
、
感
心
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
初
は
遠
慮
が
ち

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
最
後
の
方
に
は
先
生
や
美
術
館

ス
タ
ッ
フ
と
親
子
み
た
い
な
場
面
も
あ
っ
た
し
、
手
伝
っ

て
く
だ
さ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、「
こ
こ
切
っ
て
ー
」

「
こ
こ
こ
ん
な
風
に
く
っ
つ
け
た
い
げ
ん
け
ど
ー
」
と
甘

え
て
る
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
こ
の
夏
の
貴
重
な

体
験
を
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
毎
日
指
導
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
っ
た
工
芸
家
の
瀧
川
千
春
先
生
、
同
じ
く
毎
日
汗
だ

く
に
な
っ
て
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
中
川
達
雄
さ
ん
、
坂
口
定
雄
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
子
ど
も
た
ち
の
共
同
制
作
作
品
は
、
十
月
二
十
八

日
（
日
）
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
最
終
日
ま
で
美
術
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
下
さ
い
。

昨
年
度
、初
開
催
し
好
評
だ
っ
た『
友
の
会
鑑
賞
の
旅
』。

今
年
度
は
去
る
六
月
十
六
日
に
福
井
方
面
へ
、
三
十
一
名

の
皆
様
の
ご
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
最
初
の
見
学
地
で
あ

る
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
で
は
、
職
員
の
方
が
丁
寧
に
展
示

物
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
真
剣
に
お
話
を
聞
き
、
質
問
し
た
り
、
と
て
も
勉
強
熱
心
！

遺
跡
散
策
中
に
小
雨
が
降
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
思
い
思
い
に
復
原
町
並
み
を
は
じ
め
庭
園

跡
な
ど
を
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
遺
跡
内
「
朝

倉
亭
」
に
て
、
蕎
麦
・
山
菜
料
理
か
ら
な
る
「
朝
倉
貞さ

だ

景

御
膳
」
を
食
し
、
気
分
は
ま
さ
に
戦
国
武
将
。

次
は
七
尾
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
彫
刻
家
・
故
高
田
博
厚

の
作
品
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
福
井
市
美
術
館
へ
。

学
芸
員
の
解
説
に
再
び
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
る
皆
さ

ん
の
姿
に
感
激
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

同
館
喫
茶
室
で
は
参
加
者
の
交
流
も
で
き
て
楽
し
か
っ
た

で
す
ね
。

こ
こ
に
、
改
め
て
ご
参
加
の
皆
様
の
ご
協
力
と
、
各
見

学
地
で
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
関

係
各
位
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

※
参
加
者
の
方
か
ら
後
日
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
言
葉
を
一
部

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」

「
美
術
館
で
の
見
学
時
間
が
も

う
少
し
長
い
ほ
う
が
良
か
っ
た
」

「
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。」

7

参加者の皆様（朝倉氏遺跡にて）
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◆第１展示室
「春の優品展｣
－書と工芸を中心に－

当館で所蔵している能登ゆかりの現代作家作品の中から、今回は「書」と
「工芸」に焦点を当て、約25点を展示・紹介します。

平成14年３月２日（土）～４月14日（日）

◆第２展示室
「石川県ゆかりの作家たち」

石川県は美術大国として知られ、全国レベルで活躍している作家が非常に多いことからも、それを伺い知
ることができます。
昨年開催しました「NOTO・21世紀の展望」に続き、本展では石川県在住の若手日本画家の中から、今

後より一層の活躍が期待される作家に焦点を当て、約20点を紹介します。

平成14年３月２日（土）～４月14日（日）

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約１時間30分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒歩………JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

（10月～12月）

◆10月　29～31

◆11月　5～8、12、19、26

◆12月　3、10、17、25～31

〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

石川県七尾美術館だより 第27号（秋号）

◎次号・第28号（冬号）は１月４日発行予定です。

「新古今和歌集　春」
津田雪州

◆第１・２展示室

「利家とまつ｣特別展（仮称）

～前田氏と能登～　～桃山の美術～

加賀百万石の祖・前田利家は天正９年（1581）に能登七尾城主となり、初めて国持
ち大名となりました。そして、２年後に金沢に移るまで七尾を拠点に活躍しています。
本展では、「前田氏と能登」として能登地方に由来する様々な作品・資料を中心に展

示し、利家を始めとした前田氏と能登との関わりを紹介すると共に、「桃山の美術」と
して利家が生きた桃山時代頃の美術工芸品を、当館の所蔵品を中心に展示予定です。

平成14年１月４日（金）～２月24日（日）

重美「前田利家画像」（長齢寺蔵）
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